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【校    訓】剛き意志 深き愛 自由の胸 純なるこころ 
【学校教育目標】「主体性」「社会性」「将来性」を培う生徒の育成 
【めざす学校像】夢・感動・笑顔を創る、活気あふれる皆野中学校 
生徒数 １年７１名 ２年８３名 ３年７１名 合計２２５名 

 
コロナ禍の体育祭   校長 小菅恭青史 

今年度も緊急事態宣言下で数々の制約を強いられま

した。それでも昨年よりは拡大して生徒の活躍の場を

増やそうと工夫を凝らしました。ところが、２学期当初

からの長雨で、計画通りの練習がかないませんでした。

グランドコンディションが悪い上に、一面雑草が生い

茂っていました。それを見かねて手助けしてくださる

方がいました。 

右の写真は土砂降りの中、作業してくださっている

方々です。明らかに効率の悪い作業でしたが、体を張っ

た丁寧な仕事ぶりでした。本校には強力な後ろ盾があ

る…と改めて実感しました。頭が下がりました。 

難題はこれだけではありませんでした。急遽、感染症対策を講じなければな

らなくなりました。保健所からの指示(要検査)もあり、予定した 11 日(土)開催

を断念しました。さらに、万が一に備えて無観客の平日開催としました。親御

さんの気持ちを慮ると、胸がしめつけられる思いでとても辛かったです。本番

も正直言って切なかったです。異様な閉塞感の中で、声援も送れない体育祭。

本当に寂しかったです。一日も早く、心や体の触れ合いが感じられる…そして

人と人とが確かにつながっていく・・・そんな学校生活を過ごしたいものです。 

保護者や地域の皆様には、学校からのお願いを受け入れてくださり、まことに

ありがとうございます。おかげさまで感染拡大は未然に食い止められました。

そして、子供たちも誠実に対応してくれました。私が心奪われた種目は、各学

年の全員リレーでした。接戦・大差・逆転に次ぐ逆転

とたいへん見応えがありました。一本のバトンを全員

でつなぐ意味というのを改めて考えさせられました。

行事っていいな、学校っていいな、学級っていいな…

と、感じられる感動・躍動・協働の瞬間でした。 



 

                

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

体育祭 
１４日、体育祭を実施しました。天候は曇りで、体

育祭日和とはなりませんでしたが、例年の９月中旬に
比べ気温が低く、熱中症の恐れもなく過ごしやすい中
での開催となりました。体育祭のスローガンである
「『勝利』は自粛するな！燃えろ！皆中魂！」を胸
に、一生懸命に学級のために頑張っている様子が見ら
れました。体育祭で撮影した写真や動画については、
１０月１日（金）から１５日（水）の１５日間、
Googleクラスルーム内で公開する予定です。詳しく
は通知をご覧ください。 

学校の様子 

１０月のおもな予定 

  １日（金）３年実力テスト（社･理･英）   １５日（金）スクールカウンセラー来校日 

スクールカウンセラー来校日    １８日（月）生徒会本部役員選挙 

２日（土）テスト前部活動停止（～７日）  １９日（火）生徒朝会 秩父郡市駅伝 

４日（月）教育実習開始           ２１日（木）３年進路説明会 

５日（火）全校朝会             ２３日（土）文化祭 

６日（水）ふれあいデー               ２５日（月）文化祭振替休業日 

７日（木）中間テスト+木①             ２６日（火）学年朝会 

９日（土）第２回英語検定         ２８日（木）避難訓練 全校専門委員会 

１１日（月）ノーチャイムウィーク（～１５日）      部活動なし 

１２日（火）あいさつ運動 生徒朝会     ２９日（金）スクールカウンセラー来校日 

※新型コロナウイルス感染拡大防止対策により、急遽変更となる場合があります。 

オンラインによる生徒朝会の実施 
 ２１日、初めてオンラインによる生

徒朝会を行いました。今回は体育委員

会による生徒朝会でした。体育祭での

感想を、体育委員会委員長の大澤陽太

さん、体育祭実行委員長の浅見百虎さ

んが発表しました。教室では、テレビ

画面を通して、集中して話を聞いてい

ました。 

「こころ Moji」バッジによる共同募金活動 
 ２２日、２４日の２日間、ボランティア委員会が中心となって募金活動を行い

ました。「こころ Moji」とは、漢字に別の意味を持つひらがなを組み合わせ、新

たなメッセージを生み出す言葉のアートです。埼玉県在住の浦上秀樹さんの作品

です。バッジの中にどんな言葉が隠れているでしょうか。心から相手を思いやる

言葉や気持ちは優しさとなります。みんなが優しくなれば、あたたかい社会がで

き、優しさを持つ人自身の人生はより豊かなものになるでしょう。そんな意味が

込められているバッジです。募金へのご協力ありがとうございました。 

新人体育大会兼県民総合スポーツ大会秩父郡市予選会について 
 全国での急速な感染拡大、秩父郡市内の感染状況を受け、参加生徒の感染リスクが回避でき

ないと判断され、中止となりました。中体連秩父郡市連合会としては、標記大会の代替大会の

開催を検討しておりますので何卒ご理解ください。日程等が決まりしだいご連絡いたします。 

バッジ 


